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（
２
９
）

会
社
員

田
辺

直
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２
９
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友
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森
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元
恋
人

司
会

女
性
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１
．

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
・
店
内
（
夕
）

満
席
の
店
内
。
夕
日
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

西
村
航
平
（
２
９
）
と
森
川
美
咲
（
２
６
）
、
向
か
い
合
っ

て
座
っ
て
い
る
。

美
咲

「
…
…
ご
め
ん
」

と
、
立
ち
上
が
る
。

バ
ッ
グ
に
は
、
白
い
体
毛
に
青
い
目
の
猫
っ
ぽ
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
あ
お
ね
こ
」
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
。

航
平
、
そ
れ
を
見
る
。

美
咲

「
じ
ゃ
あ
」

航
平
、
力
の
な
い
笑
顔
を
向
け
る
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
。
航
平
の
ス
マ
ホ
に
も
、
あ
お
ね
こ
。

２
．

西
村
航
平
の
部
屋
（
夜
）

部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
、
あ
お
ね
こ
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

航
平
、
部
屋
の
真
ん
中
に
座
っ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
田
辺
直
樹
（
２
９
）
か
ら
着
信
。

直
樹
の
声
「
ど
う
だ
っ
た
？
」

航
平

「
あ
ー
、
う
ん
」

直
樹
の
声
「
マ
ジ
か
」

航
平
、
棚
の
あ
お
ね
こ
を
見
る
。

直
樹
の
声
「
今
か
ら
行
く
わ
」

３
．

西
村
航
平
の
部
屋
（
夜
）

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
数
本
の
缶
ビ
ー
ル
。

直
樹
、
床
に
座
っ
て
い
る
。

航
平
は
、
美
咲
の
化
粧
品
や
服
を
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
い
る
。

直
樹

「
そ
れ
も
じ
ゃ
な
い
？
」

直
樹
、
棚
の
あ
お
ね
こ
を
指
す
。

航
平

「
こ
れ
は
違
う
。
俺
が
買
っ
た
や
つ
」

直
樹

「
美
咲
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
っ
た
や
つ
だ
ろ
？
」

航
平

「
…
…
ま
あ
」

直
樹

「
そ
れ
見
る
た
び
思
い
出
す
じ
ゃ
ん
」

航
平
、
手
を
止
め
る
。
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直
樹

「
捨
て
た
方
が
よ
く
な
い
？
」

航
平

「
全
部
？
」

直
樹
、
部
屋
を
見
回
す
。

直
樹

「
全
部
だ
ろ
」

大
量
の
あ
お
ね
こ
。

４
．

西
村
航
平
の
部
屋
（
深
夜
）

直
樹
、
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
る
。

航
平
、
左
手
に
ゴ
ミ
袋
。
右
手
に
あ
お
ね
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
。

ゴ
ミ
袋
へ
入
れ
る
。

ぬ
い
ぐ
る
み
が
袋
の
底
へ
落
ち
る
。

航
平
、
黙
っ
て
見
つ
め
る
。

別
の
、
小
さ
め
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
袋
へ
入
れ
る
。

袋
か
ら
、
あ
お
ね
こ
の
顔
が
透
け
る
。

航
平

「
…
…
」急

い
で
、
２
つ
と
も
取
り
出
す
。

元
の
棚
へ
戻
す
。

航
平
、
部
屋
を
見
回
す
。

邪
魔
そ
う
に
直
樹
を
軽
く
蹴
飛
ば
す
。

５
．

会
社
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
（
昼
）

航
平
と
直
樹
、
昼
食
中
。

航
平
の
バ
ッ
グ
に
は
何
も
つ
い
て
い
な
い
。

直
樹

「
捨
て
た
？
」

航
平

「
…
…
ま
あ
」

直
樹

「
捨
て
て
な
い
だ
ろ
」

航
平

「
ゴ
ミ
の
日
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

直
樹

「
嘘
つ
け
」

航
平

「
ぬ
い
ぐ
る
み
燃
え
る
？
」

直
樹

「
燃
え
る
だ
ろ
」

航
平
、
黙
っ
て
食
べ
る
。

直
樹

「
未
練
あ
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

航
平

「
ど
れ
に
？
」

直
樹

「
は
？
」
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航
平

「
…
…
」

直
樹

「
早
め
に
捨
て
ろ
よ
」

航
平

「
う
る
さ
い
な
」

６
．

イ
ベ
ン
ト
会
場
（
夜
）

河
川
敷
。
大
き
な
焚
き
火
台
。

派
手
な
横
断
幕
。
『
恋
の
思
い
出
メ
ラ
メ
ラ
☆
卒
業
式
！
』

１
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
。
写
真
、
服
、
手
紙
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
お
ね
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
え
た
航
平
。

司
会

「
さ
あ
皆
さ
ん
。
今
日
で
過
去
と
は
サ
ヨ
ナ
ラ
で
す
」

沈
黙
。

司
会

「
…
…
ま
あ
、
失
恋
し
て
ま
す
か
ら
ね
」

と
、
一
人
で
笑
う
。

男
物
の
パ
ー
カ
ー
を
持
っ
た
女
性
が
前
へ
。

司
会

「
何
年
で
す
か
？
」

女
性

「
８
年
」

司
会

「
長
い
！

で
は
８
年
分
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
ま
し
ょ
う
。
燃
や
し
て
。

忘
れ
て
。
次
の
恋
」

女
性
、
目
を
閉
じ
て
、

女
性

「
燃
や
し
て
。
忘
れ
て
。
次
の
恋
」

と
、
パ
ー
カ
ー
を
投
げ
入
れ
る
。

炎
が
上
が
る
。

司
会

「
は
い
、
ス
ッ
キ
リ
ー
」

女
性

「
…
…
し
て
な
い
で
す
」

と
、
涙
目
。

司
会

「
大
丈
夫
。
こ
れ
か
ら
で
す
」

女
性
、
力
な
く
戻
る
。

司
会

「
次
！

そ
こ
の
男
性
の
方
」

航
平
、
あ
お
ね
こ
を
抱
い
た
ま
ま
前
へ
。

司
会

「
あ
ら
、
可
愛
い
猫
」

航
平

「
猫
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
お
ね
こ
で
す
」

司
会

「
元
カ
ノ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
？
」

航
平

「
…
…
そ
う
で
す
」

司
会

「
見
る
と
思
い
出
す
？
」
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航
平

「
ま
あ
」

司
会

「
で
は
、
今
日
で
ケ
リ
つ
け
ま
し
ょ
う
」

航
平

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

司
会

「
は
い
？
」

航
平

「
こ
れ
、
持
っ
て
た
ら
お
か
し
い
で
す
か
？
」

司
会

「
燃
や
せ
ば
楽
に
な
り
ま
す
」

航
平

「
３
周
年
限
定
な
ん
で
す
」

司
会

「
大
丈
夫
。
通
常
版
で
も
限
定
版
で
も
、
火
は
平
等
で
す
」

航
平

「
何
が
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
？
」

司
会

「
ほ
ら
。
燃
や
し
て
。
忘
れ
て
。
次
の
恋
」

航
平
、
あ
お
ね
こ
を
見
る
。

司
会

「
さ
あ
！
」

航
平
、
司
会
を
睨
ん
で
、

航
平

「
あ
ん
た
に
分
か
ん
な
い
で
し
ょ
」

司
会
、
止
ま
る
。

航
平

「
あ
お
ね
こ
、
別
に
悪
く
な
い
し
」

航
平
、
自
分
の
言
葉
に
少
し
止
ま
る
。

あ
お
ね
こ
を
見
る
。

司
会

「
燃
や
さ
な
い
？
」

航
平
、
あ
お
ね
こ
を
見
つ
め
る
。

司
会

「
決
め
る
の
は
あ
な
た
で
す
」

航
平

「
…
…
や
め
ま
す
」

司
会

「
燃
や
さ
な
い
選
択
も
未
来
で
す
」

航
平

「
最
初
か
ら
言
え
よ
」

航
平
、
戻
る
。

先
ほ
ど
の
女
性
が
立
ち
上
が
り
、
司
会
に
近
付
く
。

女
性

「
…
…
燃
や
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

司
会

「
え
？
」

女
性

「
私
の
パ
ー
カ
ー
」

司
会

「
あ
、
い
や
」

女
性

「
８
年
な
ん
で
す
け
ど
」

司
会

「
未
来
に
向
か
っ
て
―
―
」

女
性

「
最
初
か
ら
言
い
な
さ
い
よ
！
」

と
、
司
会
に
飛
び
か
か
る
。
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司
会

「
未
来
、
未
来
見
て
！
」

止
め
よ
う
と
飛
び
か
か
る
参
加
者
。

航
平
以
外
の
全
員
が
、
も
み
く
ち
ゃ
に
な
る
。

航
平
、
腕
の
中
の
あ
お
ね
こ
を
見
る
。

会
場
に
背
を
向
け
て
、
歩
き
出
す
。

司
会
の
声
「
過
去
は
忘
れ
て
」

女
性
の
声
「
お
前
は
戻
れ
。
や
り
直
せ
」

７
．

会
社
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
（
昼
）

直
樹
が
座
っ
て
い
る
。

航
平
、
向
か
い
に
座
ろ
う
と
し
て
、
止
ま
る
。

直
樹
の
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
い
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
見
る
。

白
く
て
丸
い
ア
ザ
ラ
シ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

航
平

「
何
そ
れ
」

直
樹

「
あ
あ
、
シ
ロ
ま
る
」

航
平

「
…
…
パ
ク
っ
た
？
」

直
樹

「
何
を
」

航
平

「
あ
お
ね
こ
」

直
樹

「
ど
こ
が
」

航
平

「
白
」

直
樹

「
色
？
」

航
平

「
丸
い
し
」

直
樹

「
ア
ザ
ラ
シ
だ
か
ら
な
」

航
平

「
目
も
二
個
あ
る
」

直
樹

「
哺
乳
類
」

航
平
、
シ
ロ
ま
る
を
摘
ま
む
。

航
平

「
お
前
、
こ
う
い
う
の
好
き
だ
っ
け
」

直
樹

「
昨
日
」航

平
、
黙
る
。

直
樹

「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
で
」

航
平

「
そ
れ
だ
け
？
」

直
樹

「
何
が
？
」

航
平

「
誰
か
が
好
き
だ
っ
た
と
か
」

直
樹

「
な
い
」
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航
平

「
も
ら
っ
た
と
か
」

直
樹

「
な
い
」

航
平

「
思
い
出
と
か
」

直
樹

「
昨
日
の
？
」

航
平
、
黙
る
。

直
樹

「
ぬ
い
ぐ
る
み
も
買
っ
た
」

航
平

「
は
？
」直

樹
、
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
。

大
き
な
シ
ロ
ま
る
を
抱
え
て
寝
転
ぶ
直
樹
。

航
平

「
…
…
う
ざ
」

直
樹

「
な
ん
で
？
」

航
平

「
知
ら
ん
」

航
平
、
弁
当
を
開
け
る
。

直
樹

「
俺
込
み
で
、
可
愛
い
だ
ろ
」

航
平

「
あ
お
ね
こ
の
方
が
顔
が
い
い
」

直
樹

「
よ
く
見
ろ
っ
て
」

と
、
シ
ロ
ま
る
を
見
せ
る
。

航
平

「
お
前
さ
」

直
樹

「
ん
？
」

航
平

「
そ
れ
、
持
っ
て
て
い
い
の
？
」

直
樹

「
な
ん
で
？
」

航
平

「
２
９
だ
ぞ
？
」

直
樹

「
お
前
も
な
」

航
平

「
男
だ
し
」

直
樹

「
お
前
も
」

航
平

「
…
…
」

直
樹

「
好
き
な
ら
持
っ
て
て
い
い
だ
ろ
」

航
平
、
直
樹
を
見
る
。

直
樹
、
何
で
も
な
い
よ
う
に
シ
ロ
ま
る
を
バ
ッ
グ
へ
戻
す
。

航
平

「
…
…
そ
れ
、
ど
こ
で
売
っ
て
ん
の
？
」

直
樹

「
欲
し
い
の
？
」

航
平

「
い
ら
な
い
」

直
樹

「
じ
ゃ
あ
何
」

航
平

「
聞
い
た
だ
け
」
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８
．

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
店
内
（
夕
）

あ
お
ね
こ
の
新
商
品
コ
ー
ナ
ー
。

航
平
、
立
っ
て
い
る
。

新
し
い
あ
お
ね
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
。

手
に
取
り
、
し
ば
ら
く
眺
め
る
。

ス
マ
ホ
が
鳴
る
。

航
平
、
画
面
を
見
る
。

美
咲
か
ら
。
『
荷
物
、
届
い
た
。
あ
り
が
と
う
』

『
ど
う
い
た
し
ま
し
て
』
と
送
信
。

ス
マ
ホ
を
し
ま
う
。

あ
お
ね
こ
を
見
る
。

レ
ジ
へ
向
か
う
。

９
．

会
社
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
（
昼
）

直
樹
の
バ
ッ
グ
に
シ
ロ
ま
る
。

航
平
の
バ
ッ
グ
に
は
、
小
さ
な
あ
お
ね
こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
。

直
樹
、
そ
れ
に
気
づ
く
。

直
樹

「
そ
れ
」

航
平

「
何
」

直
樹

「
あ
お
ね
こ
。
い
い
の
？
」

航
平

「
何
が
」

直
樹

「
思
い
出
す
ん
だ
ろ
？
」

航
平
、
少
し
考
え
る
。

航
平

「
思
い
出
す
よ
」

直
樹

「
…
…
」航

平
、
直
樹
の
バ
ッ
グ
を
見
る
。

航
平

「
お
前
も
そ
れ
持
っ
て
て
い
い
ん
だ
ろ
？
」

直
樹

「
当
た
り
前
だ
ろ
」

航
平

「
な
ら
、
俺
も
い
い
だ
ろ
」

直
樹

「
自
信
持
て
よ
」

航
平

「
う
る
せ
ー
」

二
人
、
昼
食
を
食
べ
始
め
る
。

バ
ッ
グ
に
は
、
あ
お
ね
こ
と
シ
ロ
ま
る
。

お
わ
り


